
 



ひゅー、ひゅーと冷たい風の

吹く日、コナラ君は枝をゆさゆ

さ震わせながら、遠い祖先のこ

とを思っていました。 

コナラ君の遠い遠い祖先は、

地球上が凍るような氷河期に

その寒さと乾燥に耐えて生き

残ったがんばり屋だったので

す。「きっと、もっともっと寒

かったんだろうなぁ」 

 

 

 

少しずつ、暖かい風が吹いて

きた頃、メジロがやってきて、

楽しそうに枝と枝の間を飛び

回り、コナラ君に言いました。

「コナラ君、あなたの小枝、大

好きよ。私はこれから友達とあ

ちこちに行くのよ。コナラ君は

じっとしていて淋しくない

の？」コナラ君はびっくりして

答えられませんでした。そうい

うことを考えたことがなかっ

たからです。 

 

 

もう少し暖かくなると、ヤマ

マユガの卵から幼虫がかえり、

おいしそうにむしゃむしゃと

コナラの葉っぱを食べ始めま

した。そして元気いっぱい歌い

始めました。 

だーいすきさ 

だいすきさ 

コナラの葉っぱ 

だいすきさ！ 

 



その歌声を聞いてニホンア

マガエルがやってきて、ヤママ

ユガの幼虫をぺろりぺろりと

食べました。シジュウカラも飛

んできて、おいしそうについば

みました。そしてアマガエルも

シジュウカラも楽しそうに歌

いました。 

だーいすきさ 

だいすきさ 

コナラのごちそう 

だいすきさ！ 

 アマガエルがコナラ君に手

を見せながら、言いました。 

 「コナラ君、ありがとう！ 

僕は手に吸盤があるから、高い

ところにも登れる。君はじっと

して淋しくないの？」 

 

 

コナラはにっこりして言い

ました。「いーや、ここをみて

ごらん！」 

 そこには樹液がいっぱいあ

って、たくさんの虫が蜜を吸っ

ていました。 

（ここで子供たちに聞く） 

「何がいる？」 

カブトムシ！ クワガタ！ 

スズメバチ！ ヒカゲチョ

ウ！ 

そして虫たちはおいしい蜜

にまるで酔っ払ったみたいに

上機嫌で歌い出しました。 

だーいすききさ 

だいすきさ 

コナラの蜜は 

だいすきさ！ 



 そこに蛇がスルスルっと音

もなくやってきて、カエルたち

を丸飲みにしました。 

「あぁ、うまい！」蛇は舌なめ

ずりをしてから高らかに歌い

ました。 

だーいすきさ 

だいすきさ 

コナラのレストラン 

だいすきさ！ 

 

 

 

 

すると、高い樹から様子を見

ていたサシバがスーっと飛ん

できて、蛇をさっとつかむと飛

んで行ってしまいました。サシ

バは蛇が大好物でしたが、えば

りんぼうなので、歌いたいのを

我慢して「コナラ君、ありがと

さんよ！うまかったぜ！」と低

い声で言いました。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



秋になって、コナラ君にはた

くさんのどんぐりが出来まし

た。カケスがドングリを見つけ

て大喜び１ 

「わぁー、おいしそう１」そし

て木の上で、しゃがれた声で歌

いました。 

だーいすきさ 

だいすきさ 

コナラのどんぐり 

だいすきさ！ 

 

そして木の下では・・・。 

どんぐりの中でコナラシギゾ

ウムシが一生懸命もぐもぐと

どんぐりの中身を食べていま

した。どんぐりはおいしくて、

栄養満点で体にいいのです。コ

ナラシギゾウムシはうれしく

て心を込めて精いっぱい大き

い声で歌いました。でもやっぱ

り小さいので・・・。 

（声をひそめて） ほらっ！ 

耳をすませてごらん！ 聞こ

える？ 

だーいすきさ 

だいすきさ 

コナラのどんぐり 

だいすきさ！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



コナラの木の下にお爺さん

と子どもがやってきました。 

「わぁー。どんぐりだ！ どん

ぐりだ！」 

子どもは大喜びでどんぐり

をひろいました。 

「そうさなぁ、爺ちゃんも子ど

ものころコマにしてあそんだ

もんさ。コナラは昔から人間と

とても仲良しの木なんだよ。

昔々、どんぐりは人間にとって

も大事な食べ物だったしね。」

と、お爺さんは言いました。 

子ども達に質問 「コナラは人

間にとって、食料だけじゃない

よね？ ほかにどんなことに

利用した？」 

薪や炭（他の木より火持ちがい

い）、葉っぱは堆肥になるよ。 

 

 

 そこにこしょこしょとネズ

ミがやってきて、どんぐりをひ

ろい始めました。冬の間の大事

な食糧なのです。 

おいしそうな立派なのを拾

っては、地面に埋めています。

ネズミは「あぁ、これでひと安

心、冬の間、子ども達にも十分

あげられるわ」と幸せそうに歌

い始めました。 

だーいすきよ 

だいすきよ 

コナラのどんぐり 

だいすきよ！ 

 

 

 



だけどね！ネズミさんはあ

んまり大切に、ていねいに、た

くさん埋めてしまうので、毎年、

忘れてしまうのです。わかる？ 

ほらっ！こことか ここと

か・・・。 

 

だからきっと春にはコナラ

の芽がでてくるでしょう。その

時、土の中の菌たちはどんぐり

の根が水を吸いやすいように

手伝ってくれるでしょう。 

コナラ君はにっこりして言い

ました。 

「みんなみんな、有難う！ぼ

くはここにじっとしているけ

どちっとも淋しくないよ。ぼく

はここで命をつないでいくん

だ。みんなといっしょにね。み

んなのおかげでね。」 

 

もうコナラの枝には、来年の

春のためにヤママユガの卵が

産みつけられているのかし

ら？ 

（子ども達に聞く  見つけ

た？  すごいね！ よく見

つけられたね！ だいじにそ

っとしとこうね！ 

 

おしまい。しゃんしゃん。 

 


